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　和食を次世代に伝える活動「無形文化遺産の『和食』を
料理人に学ぼう」（内子町主催）が８月16日、内子保健セ
ンターで開かれ、町内の児童など34人が参加しました。
　ホテルなどで和食の修行をした久保和

かずまさ

賢さん＝豊秋＝
を講師に迎え、だし汁を使った料理などを学びました。
参加者は「だし巻き卵がおいしかった」「だし汁の大切
さがあらためて分かった」と満足そうに話していました。

天然のだし汁で体の中から健康に

親子で学ぶ和食の料理教室

　五十崎上宿間地区などに伝わる虫送りと百八灯が８月
21 日、柿原川周辺などで行われました。
　虫送りは農作物の害虫を焼いて、その年の豊作を願う
行事です。上宿間地区では約 50 人の住民が参加。たい
まつを持ち、火に近づいてくる虫を焼きながら地区内を
練り歩きました。たいまつと 108 本の燈籠の火が田んぼ
や川面を照らし、情緒豊かな光景を浮かべていました。

地域の豊作を願う伝統行事

「虫送り」を町内各地で開催

　泉谷地区棚田を守る会（上岡満
み つ え

榮会長）は９月14日、
棚田オーナー制度に参加するオーナーの皆さんと稲刈
りを行い、11組42人が参加しました。毎年参加している
オーナーも多く、慣れた手つきで稲を刈っていました。
参加者は稲を稲木に干した後、餅つきなどをして地元の
人たちとの交流を深めました。上岡会長は「熱心な皆さ
んに感謝。おいしい米がたくさんとれた」と喜びました。

今年もたくさんの棚田米

笑顔がこぼれる収穫体験

収穫の喜びを感じながら汗を流す参加者の皆さん

夕暮れの中、たいまつを持って歩く人の列

都会と田舎を結ぶ交流活動

子どもたちが田舎の食と自然を体験

　「愛媛・夏の田舎体験宿泊」（都会と田舎を結ぶ食育
ネット主催）が８月22 ～ 25の４日間、旧程内小学校な
どで行われました。参加した神奈川県や松山市、大瀬地
区の小学生など57人は、程内こんにゃく芋グループ（大
程幸

ゆき こ

子代表）の協力で、豆腐作りやドラム缶風呂、座禅
などを体験。豆腐作りでは大豆を煮て搾る作業に挑戦し、
できたての豆腐の香りと味を楽しんでいました。
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月にも勝る地域の輝き

立石地区、町並保存地区で観月会

　９月８日の中秋の名月にあわせて、立石地区と八日市
護国地区で恒例の観月会が開かれました。
　立石地区では６日、「第８回尾首の池／月を愛でる会」
（立石愛

あいりんかい

鱗会主催、山内毅
たけし

会長）が開かれました。あい
にくの雨となりましたが、約 50 人が参加。地元食材を
使った手作り料理と木管楽器やピアノ、小田地区で結成
されたバンドなどの演奏を楽しみました。
　また「元気な集落づくり応援団」（三浦工業㈱、㈱四
国シキシマパン、㈱ドコモCS四国愛媛支店、㈱伊予銀
行／計 18 人）が駆け付け、設営や料理などを手伝いま
した。山内会長は「多くの人に支えられ、感謝している。
天気に悩まされて苦労も多いが、これからもイベントを
通じて地域の魅力を発信したい」と抱負を述べました。
　「八日市町並観月会」（八日市護国地区町並保存会主催、
丸山昇

のぼる

会長）は７、８の両日、伝統的建造物群保存地
区で開催。天候にも恵まれ、約 2,000 人が訪れました。
　保存地区内では木蝋資料館上芳我邸や町家を舞台に、
琴や尺八の演奏会などが行われました。また７日には
翠
すいげつりゅう

月流の皆さんによる「はぜとり踊り」が披露され、多
くの人が月と行灯に照らされた町並みを楽しみました。
　丸山会長は「おもてなしの心で思考錯誤している。今
年は行灯の高さをそろえたり、団子の数を増やした。自
分たちも楽しみ、来た人も喜んでくれたのでよかった」
と話していました。

　内子まちづくり商店街協同組合（大西啓
けいすけ

介理事長）は
９月21日、旧内子駅跡から二本松トンネル跡を歩く「旧
内子線廃線ウォーク」を開きました。
　旧内子線は昭和 61 年に廃線しましたが、線路の一部
が当時のまま残っています。参加した 10 人は元 JR 内
子駅長の川原徹

てつや

哉さんの案内で、廃線路に秘められた物
語りを聞きながら約４㌔のコースを歩きました。

旧内子線に思いを馳せて

愛好家らが廃線跡巡り

1_月を愛でながらのそぞろ歩き。やわらかな灯り
が町並みを包む　2_月に魅せられ、子どもたちも
俳句に挑戦　3_琴栄会による演奏。琴の音色が通
りに響く　4_尾首の池のほとりに並べられた竹行
灯　5_地元の若者たちがバンド演奏で参加 できたての豆乳を味わう参加者

久保さんの手際の良さに感心する子どもたち

残された線路を興味深そうに観察する参加者
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